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漢方医学教育　短期実地研修　受け入れ施設　概要

千葉大学医学部附属病院　和漢診療科

① 平崎　能郎 ②　 ③ ④

千葉大学医学部附属病院　総務課総合医療教育係

〒260-8677　千葉市中央区亥鼻1-8-1

電話番号：043-222-7171（内線6012、6013）

FAX：043-224-3830（総務課）

E-mail：byoin-kenshuu@office.chiba-u.jp

履修期間方法については柔軟に対応いたしますのでご相談ください

千葉大学医学部附属病院　和漢診療科

 〒260-8677　千葉市中央区亥鼻1-8-1

電話番号：043-226-2984

FAX：043-226-2985

E-mail：wakan@office.chiba-u.jp

研修登録医受入れ許可申請書に履歴書を添えて、研修開始希望日の２か月前までに総務課総合医療教育係に提出してくだ

さい。なお、勤務医については、所属長の承諾書（許可申請書の下段を記入する）も提出してください。　　　　　　・

研修登録医受入れ許可申請書は、A4判で本院所定の書式により申請してください。

・履歴書は、市販品を用い、必ず医籍（歯科医籍）番号及び連絡先電話番号を明記してください。

≪出願書類≫

・研修登録医受入れ許可申請書・履歴書・個人情報保護に関する誓約書・健康診断書

・勤務医にあたっては、所属長の承諾書

詳しくは下記アドレスまで

https://www.ho.chiba-u.ac.jp/chibauniv-resident/education/index.html

①和漢診療学の特徴、基本的概念（気・血・水、陰陽・虚実、五臓）を習得する

②和漢診療学の診断方法（四診：望診・聞診・問診・切診）を習得する

③和漢診療学の随証治療について理解し「証」を説明できる

④和漢診療学の診療に用いる方剤の構成、薬理作用、適応症について習得する

⑤和漢診療学の診察に用いる方剤の代表的有害作用や使用上の注意について習得する

⑥症例問題あるいは実際の患者さんについてのケースレポートを作成する

⑦毎回研修終了に際して指導医との討議の場を設け、質疑応答を行い、指導医からフィードバックを受ける

☑あり

1）和漢診療学の基礎知識（歴史および基礎倫理）の習得

2）和漢診療学の治療法の概要の習得

3か月コース

☑随時　□期間限定（例：10月～11月）　□曜日限定

同一時期に2名まで

① 朝の勉強会　②和漢診療学の基礎知識・診察法講義　③外来診察見学、病棟診療参加

④症例問題による学習成果の確認

初期研修医終了後の医師(開業医及び勤務医）

「和漢診療学の基礎知識と診察技能」

様式❷


